
ヤドカリの交替性転向反応

背景・目的

使用した個体

右➡左 左➡右 右➡右 左➡左 停止 計

ヤドカリ
(匹)​

46匹 70匹 18匹 11匹 5匹 150匹

ユビナガホンヤドカリ
Pagurus minutes 

交替性転向反応が確認されている生物はほとんどが陸生の生物で
水棲の生物ではあまり確認されていない

迷路を渡りきらず1分以上経過したものは、停止と扱った

ユビナガホンヤドカリは
交替性転向反応を示すことが確認できた

同じ節足動物であり、海底を動き回るヤドカリに交替性転向反応が確認できるか調べたい

御前浜の写真

北海道から九州陵沿岸などに分布。
潮間帯から水深3cmくらいまでに生息し、日中から活発に行動する。食性
は雑食でデトリタス、藻類、動物の死骸などを食べる。主としてウミニナ類
やムシロガイ類、キサゴ類の貝殻を利用する。

前回曲がった方向と反対の向きに曲がる反応
ダンゴムシ、アリ、ハサミムシなど多くの節足生物で示される

交替性転向反応

① 2回の左右分岐がある迷路に、ヤドカリを
導入した後、10分間放置し順応させた

② 2度左右の自由転向を行わせその方向を記録した
⇒150個体分行った。

校内で代々、ヤドカリ
を飼育している。

生態
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78％の個体が交替性転向反応を示した
(両側検定:p<0.05)

12%

交替性転向反応の検証

2.0ｃｍ

結果Ⅰ

〔4〕

BALM仮説 … 曲がる際の左右の足の負荷の違いを均一にするため
〔5〕

走触性仮説 … 生物は壁に沿いながら歩き、曲がる
際には触れていた角の方向に斜めに移動する

本研究では兵庫県西宮市御前浜の
海岸で採集した
ユビナガホンヤドカリを用いた。
体長は殻を含めて全て約1㎝から2㎝

T字迷路を用いた検証
交替性転向反応を示した割合

現在有力とされている仮説

実験Ⅱ 二回の強制転向を用いた検証 結果Ⅱ

①実験条件は実験Ⅰと変えず、最初に
2回の強制転向を行った

②その後2回左右の自由転向を行わせ、
その方向を記録した

実験Ⅰ

強制転向の効果が二度目の分岐までは維持されなかった考察Ⅰ

足に与える負荷が足りなかったのではないか より高い負荷の転向を行わせて検証する

左➡右 左➡左 右➡左 右➡右 停止 計

ヤドカリ
(匹)​

33匹 37匹 3匹 2匹 25匹 100匹

左➡右 左➡左 右➡左 右➡右 停止 計

ヤドカリ
(匹)​

3匹 3匹 16匹 21匹 7匹 50匹

・一度目に強制転向と反対に曲がった個体の割合は有意に高かった
(p<0.05)

・二度目の転向に有意な差は見られなかった(p>0.05)

〈右2回の強制転向〉

〈左2回の強制転向〉

仮説を支持

仮説を支持

BALM仮説の検証

＜仮説＞足の負荷を均一にするため、強制転向の方向と反対の方向に2回曲がる

交替性転向反応の要因は何か？



実験Ⅲ 135度の強制転向を用いた検証
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右→左 左→右 右→右 左→左 停止 計

ヤドカリ
(匹) 13匹 3匹 17匹 1匹 16匹 50匹

考察Ⅱ

①実験条件はⅠと変えず、最初に左に
2回の強制転向を行った
強制転向の角度は135度とした

②その後2回左右の自由転向を行わせ、
その方向を記録した

今後の展望

・BALM仮説の検証方法を改善する
・走触性仮説の検証において第1分岐と第2分岐の間の距離を長くする
・既存の仮説と異なる観点から交替性転向反応の要因を調べたい

・迷路幅が狭く、接触方向がうまく判断できないものがあった

・ユビナガホンヤドカリは走触性は持つと言えるが、走触性仮説を支持しない
第1分岐では壁に触れていた42個体のうち触れた方向に曲がった個体は38個体で、これは走触性をヤドカリが持つことを示す
しかし、第2分岐で走触性仮説を支持するように転向した個体の割合は高くなかった

第1分岐と第2分岐の間の距離が短かったため壁に触れない個体が多かったのではないか

・斜めに移動するという走触性仮説の過程はBALM仮説に基づくものと考えると、ヤドカリは走触性仮説も支持しにくいのではないか

2.5cm

・第2分岐では第1分岐と比べ壁に触れな
かった個体が多かった

・交替性転向反応を示した個体30個体
の中でも、走触性が同時に見られた個
体の割合に有意な差は見られなかった
(p>0.05)

結果Ⅲ

全50個体結果IV

実験Ⅳ 触れた壁と転向方向に関する検証
20cm

走触性走触性仮説の検証

・ にヤドカリを導入し、2回自由転向の際、転向する前に触れていた壁（赤、黄）と、転向の方向を記録した
・動画で撮影した後に確認した
・壁に触れたかどうかはヤドカリの身体が触れていたかで判断した

触れていた壁の方向に曲がる性質
2.5cm

・一度目に強制転向と反対の方向に曲がった個体の割合は有意に高かった
（p<0.05）
・二度目の転向に有意な差は見られなかった（p>0.05）
・停止した個体の割合が増加した

仮説を支持

考察Ⅲ

(匹) (匹)

・一度目に強制転向と反対の方向に曲がった個体の割合は高くなった BALM仮説を支持する結果とも考えられる

・停止した個体が多かった(転向に時間がかかった)
負荷が大きかったので、その負荷を軽減するために休止したのではないか

・二度目の転向に有意な差が見られなかった。
負荷をかけても、歩行のうちにこれが軽減され、1回の反対方向の転向で負荷が解消されることも考えられる
より適切な実験方法を検討すべき
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